













るまで, 公的なコミュニケーションの領域において, ヘレニズム (	)
という語が頻繁に使われているのに気づかされる｡ ギリシア語で書かれた新聞・
雑誌の記事, エッセイ, 学術的な著作, 議会演説などに, ヘレニズムという語
を見いだすのは, それほど難しいことではない｡ それは, ギリシア国内にとど
まらず, ギリシア国外のギリシア人コミュニティをふくめてのことである｡
このヘレニズムという語の意味するところは必ずしも明確ではない｡ ヘレニ
ズムは, 時代や状況によって, 変幻自在にその意味内容を変えている｡ 一方で,
この用語は, その意味の多様性にもかかわらず, 同時代のギリシア社会の読み
















では, ヘレニズムは, ｢正しいギリシア語｣ を意味する, 文法に関わる用語で
あった(1)｡ キリスト教を受容したローマ, ビザンツ帝国の時代には, ヘレニズ
ムは ｢異教信仰｣ を含意し, キリスト教に対立する概念として理解された(2)｡
今日, ヘレニズムという語の最も一般的な定義は, ドイツの古代史家ヨハン・
グスタフ・ドロイゼン (18081884) によって与えられたものであろう｡ ドロ
イゼンは, 1830 年代から 1840 年代に, 『ヘレニズムの歴史』 全 3 巻
(Geschichte des Hellenismus) を出版した｡ ドロイゼンは, ギリシアの古典
古代が終焉したあとの, 斜陽の時代として軽視されていた, マケドニアのアレ
クサンドロス大王とその後継者の時代に光をあてた｡ 彼は, ヘレニズム




て, アレクサンドロス大王の即位 (前 336年) から, ローマ帝国のオクタヴィ
アヌスがアクチウムの海戦でプトレマイオス朝エジプトに対して勝利した時














次に, 19世紀の 3人のギリシア人知識人 フィリモン, パパリゴプロス,
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セリアノス の著作をとりあげ, それぞれのテクストを検討し, そこに見ら
れるヘレニズムの意味や使用例について整理することにする｡
2. ディマラスのヘレニズム論




かかわる膨大な量の著作を残したが, なかでも, 『近代ギリシア文学史』 (1948
年～49年), 『近代ギリシア啓蒙主義』 (1977年), 『ギリシア・ロマン主義』
(1982年), 『コンスタンディノス・パパリゴプロス 彼の時代, 彼の生涯,
彼の著作』 (1986年) が, 代表的な著作として知られる｡ 1960年に設立された
アテネの近代ギリシア研究センターの初代所長を経て, 1970年から 1978年に
は, パリのソルボンヌ大学で, 近代ギリシア文学の教授を務めている(4)｡




繰り返し登場する｡ ディマラスによると, このヘレニズムは, ｢大言壮語｣ 的









パパリゴプロスは, この講演のなかで, 1853年以降の東方 (東地中海地域

























ディマラスによると, メガリ・イデアは, 19世紀を通して, ギリシア人の





(18531856) の機に乗じて, オトンはギリシア領を拡大しようとした｡ だが最
終的には, ヨーロッパ列強の圧力に屈して, メガリ・イデアの遂行を諦めざる






ディマラスは, このメガリ・イデアと, ヘレニズムを比較・対照する｡ メガ
リ・イデアは, ギリシア人の意識のなかで ｢重荷と責任の感情｣ を生じさせる





匿名で出版された著作 『ヘレニズムかロシズモス (ロシア主義) か？』(14) に言
及する｡ このふたつの単語 ｢ヘレニズム｣ と ｢ロシズモス｣ の組み合わ
せは, 1880年前後には, ギリシア語の著作に頻繁に見られるようになった｡
ディマラスによると, 1850年代以降, ｢～主義 (ギリシア語で ｢～モス｣, 英
語で ｢～イズム｣)｣ に相当する新しいギリシア語が次々につくられた｡ たとえ
ば, ｢ヴラヒ主義｣, ｢パン・スラヴ主義｣ (1855年), ｢南スラヴ主義｣ (1862年),
｢パン・ルーマニア主義｣ (1870年), ｢パン・ムハンマド主義｣, ｢パン・ラテ
ン主義｣ (1878年), ｢パン・イスラム主義｣ (1878年) などである｡ ギリシア
に関して言えば, 1860年に ｢パン・ギリシア主義 (パングレキズモス)｣ と











ディス (18611939) の見解に基づく｡ 第一に, ヘレニズムとは, ギリシア人
の総体を意味する｡ それは, すべてのギリシア人を指すが, ときにそのうちの
一部 (ギリシア王国のギリシア人, 他民族や他国家に隷属しているギリシア人,
移民したギリシア人など) を含意する｡ いずれにしても, ギリシア人という
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｢人間｣ の集合を意味する用語である｡ 第二に, ヘレニズムは, ギリシア人を
構成している政治的, 知的, 精神的特徴の総体を意味する(17)｡








イオアニス・フィリモン (1798もしくは 991874) は, ギリシア独立戦争勃
発のきっかけをつくった秘密結社 ｢フィリキ・エテリア｣ (友愛協会) とギリ
シア独立戦争を, 同時代人の視点から描いた歴史家である｡ 彼自身も, この独
立戦争に参加した｡ 生まれはオスマン帝国下のイスタンブルだが, ギリシア国
家成立後はナフプリオンに, のちにアテネに移住した(19)｡ 彼の代表的著作 『ギ









る政治新聞 『エオン』 (世紀) で, イギリスとフランスの敵であるロシアを支
持する記事を発表しつづけた(22)｡
フィリモンによると, ｢ヘレニズムと祖国の正当な利益｣ のために, 『エオン』
は 17年間にわたって発行されてきた(23)｡ 彼は, 民族の利益にかなうと信じて,
ロシア支持の立場を表明したのである｡ それに対し, フランスの軍人は彼の印
刷機を破壊した｡ さらに, フィリモン自身も逮捕されて, フランス海軍本部に
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は ｢あらゆるよそ者の精神に反対する, 私の新聞の純粋なヘレニズム｣(25) をあ
げている｡ そして, 苦境にあったフィリモンに対し, ギリシア独立戦争史を執
筆するため, 金銭的支援をはじめとする, さまざまな援助の手をさしのべてく
れたイプシランディ夫人に, 最大限の賛辞を送るのである｡ ｢これ [＝あなた








に理解できるだろう｡ フィリモンは, ヘレニズムを, 近代ギリシア国家もしく
は同時代のギリシア民族が支えるもの, また, その本質をなす精神的な要素で
あると想定している｡
フィリモンは, 第 4巻で, ｢トルコ主義 (トゥルキズモス)｣ との対比で,
｢ヘレニズム｣ に言及している｡ ここに現れるヘレニズムは, 第一巻の献辞に
見られたヘレニズムとは異なる意味で使用されている｡ 独立戦争時, トルコ主
義は ｢人の姿をした野蛮と退化｣ を示していた｡ これに対しヘレニズムは,
｢人の姿をした自由・平等・進歩思想｣ であったと, フィリモンは語る｡ ここ
においてヘレニズムは, ギリシア人が体現する自由・平等・進歩の精神, ある
いは, 自由・平等・進歩の精神を体現する人間, すなわち, ギリシア人を意味
している(27)｡
フィリモンに見られる, この二つのヘレニズムの用法 ギリシア民族の精






コンスタンディノス・パパリゴプロス (18151891) は, アテネ大学教授で
歴史家である｡ オスマン帝国の首都イスタンブルで生まれ, 1821年にギリシ
ア独立戦争が勃発すると, 家族とともにロシア帝国領の黒海沿岸の都市オデッ
サに逃れた｡ ギリシア王国が成立した 1830年に, 新生ギリシア国家に移住し
た｡ パパリゴプロスは, 正式の大学教育を受けたことはないものの, 1851年
にアテネ大学の教授に就任する前から, 多くの歴史的著作を発表していた(28)｡
彼の代表的な著作は, 『ギリシア民族の歴史』 (1860年～1874年) である｡





ゲオルギオス 1世まで｣(29) のギリシア人の歴史はひとつであり, 継続して
いるのだということを印象づけた｡ この著作によって, 万古不易のギリシア民
族という, 今日にいたるまでギリシア人の民族意識を支える国民史 国民の
物語 が誕生したのである｡ 今日でもなお, パパリゴプロスは, 近代ギリシ
ア歴史学を代表する人物の一人とされている(30)｡
ここでは, 前述のディマラスが言及していた, パパリゴプロスの 1881年の




パパリゴプロスは, まず冒頭で, ｢ギリシア人(エリネス)｣ ｢ギリ
シア民族	
(エリニコン・エスノス)｣ ｢ヘレニズム	｣
の 3つの語は, 歴史を通じて, 必ずしも同じ意味内容を指していたわけではな
いと述べる｡ さらに, これらの語が, 常に共存してきたわけではないとも指摘










代以前は, ｢ギリシア人であること｣ と ｢ギリシア人的生活｣ とは, 切り離す
ことのできない, 区別の困難なものであった｡ ギリシア人がギリシア人的な生
活を送ることは至極当然のことだったからである｡ しかし, アレクサンドロス
の帝国には, ギリシア人以外の民族が含まれていた｡ 帝国の拡大は, ギリシア
人以外の民族が, ギリシア語とギリシア人の生活習慣や文化を受け入れる
ギリシア化される 過程でもあった｡ その結果, 他の民族と, ギリシア
民族を区別する必要性から, ヘレニズムが使われるようになった, とパパリゴ
プロスは論じる｡ ここでのヘレニズムは, ギリシア人以外の民族が ｢ギリシア
語を話し, ギリシア人的に生きること｣ を意味していた(32)｡
パパリゴプロスは, このような含意を持つヘレニズムという語に匹敵する用
語は, 他の言語には, 歴史上存在しなかったと論じる｡ 近年になって, 中央ヨー
ロッパや東ヨーロッパで聞かれるようになったゲルマン主義やスラヴ主義が,
ここにいうヘレニズムと同様の内容 特定の民族の言葉を話し, 特定の民族





にとって替わられるのは, 紀元 4世紀のことである｡ この時になると, ギリシ
ア人は ｢異教徒｣ あるいは ｢偶像崇拝者｣ を, ヘレニズムは ｢異教信仰｣ ある
いは ｢偶像崇拝｣ を意味するようになる(34)｡ この意味の転換は, ギリシア世
界がローマ帝国の支配下で, キリスト教信仰を受け入れたことを背景としてい
る｡ ｢異教｣ とは, キリスト教以前の, 古代ギリシアの神々への信仰を指す｡








人という名称と, 帝国の宗教とのあいだには, 和解できない断絶があった｡ ロー
マ人 (ロメイ) という名称の使用は, 正教会の決定に沿ったものだった(36)｡
このような状況のなか, ｢ギリシア語を話し, ギリシア人的に生きること｣ を
意味していたヘレニズムの語の用法は, 表面的には姿を消した｡




た(38)｡ 復活を可能にしたのは, ビザンツ帝国を脅かした外患である｡ アラブ















ローマ人と呼ばれる正教徒であった｡ その後, オスマン朝の勢力は, アジアか










た｡ かつて, ヨーロッパ側のビザンツ帝国領は, ドナウ川 (イストロス川) 以
南からペロポネソス半島の南端まで広がっていた｡ 当時, この領域に住むすべ
ての正教徒は, 民族的, 言語的違いに関わらず, 帝国の臣民すなわちローマ人
と呼ばれた｡ ところが, ビザンツ帝国領は徐々に縮小し, 末期にはかつての地
理的な広がりを維持できなかった｡ ビザンツ帝国とのつながりを断たれた人々
は, ローマ人ではなく, ブルガリア人, スラヴ人, アルバニア人といった民族
名を名乗るようになった, とパパリゴプロスは論じる｡ ところが, オスマン帝



























と である｡ アレクサンドロス大王と彼の後継者が建設した, ギリシア風に
編成された諸都市の住民は, 民族的観点からみればギリシア人ではなかった｡






ことに貢献した, とパパリゴプロスは言う｡ 同様に, ローマ帝国は, イタリア
半島のギリシア植民市を征服したが, やはりヘレニズムに敵対することはなかっ
た｡ その結果, ヘレニズムの影響は, 6世紀まで残ったと説明する(45)｡
ローマ帝国がキリスト教を受け入れると, ヘレニズムは, 一般に異教信仰を
意味するようになる｡ ヘレニズムとキリスト教が対立する図式は, ヘレニズム
には試練であったとみなされる｡ ただし, パパリゴプロスの理解では, キリス
ト教は, ヘレニズムを構成する新たな一要素である｡ 彼にとって, ヘレニズム
とは, キリスト教以前の古代ギリシアの文化や伝統が固定され, 硬直化した現
象ではない｡ ヘレニズムは, ギリシア人の活動によって, 活性化され, 更新さ
れ得るものである｡ ギリシア人が, 生活や文化の一部としてキリスト教を受容




見られた(46)｡ ギリシア人はローマ人と呼ばれた｡ 実際, 正教を国教とするビ
ザンツ帝国の支配者は, 異教的世界の古代ギリシアに対して, 一定の距離を置
いた｡ その一方で, 支配者たちは, ビザンツ帝国が価値ある存在として世界に
認められる理由の一つが, ギリシア語と古代ギリシアの学問的知識にあること
を, 十分認識していた｡ ギリシア語を話す臣民こそ帝国を支える核であること




試みた｡ これは, 帝国自体が, ヘレニズムの実践に力を貸していたことを示し
ている｡ 一方で, ギリシア人にとっても, ビザンツ帝国は不可欠の政治的な枠
組みとなっていた｡ 自分たちが生き延びることができたのは, 帝国が, アラブ











前述のように, オスマン帝国当局は, 正教徒臣民を民族出自の区別なく, ロー
マ人と分類した｡ 正教徒の集団は, 名称としてはローマ人として統一されてい
たものの, 内部には, ギリシア語話者だけでなく, スラヴ諸語, アルバニア語,
ヴラヒ語など様々な言語を話す民族がいた｡ これらローマ人のなかで, ヘレニ
ズムを実践していたのは, ギリシア人のみであった, とパパリゴプロスは主張
する｡ さいわい, オスマン当局は, ヘレニズムを敵視することなく, 寛容な姿





民族も, ギリシア人の知的・文化的活動の優位は否定できなかった｡ 実際, オ
スマン帝国時代の 400年間, 正教徒にとってはギリシア語が公式の言語であっ
た｡ 総主教座の業務にもギリシア語が用いられた｡ 非ギリシア語話者のなかか
らも, ギリシア語を話す者が現れ, 1821年の独立戦争前夜には, 自らをギリ
シア人と呼ぶことに誇りを持つ者たちもいた｡ とはいえ, ギリシア化した人々





は, オスマン帝国から独立して, ギリシア人が政治権力を掌握すること, すな
わち国家の建設が不可欠であった｡
1830年, ギリシア人の独立国家が誕生した｡ それに続いて, 19世紀後半に
なると, 長らく人々の口に上ることのなかった, ヘレニズムの語が再び使われ






ヘレニズムは, そもそもが, マケドニア時代, ギリシア民族以外がギリシア
語を話し, ギリシア人的に生きることを意味することで, 広く使われることに
なった用語である｡ ヘレニズムは, 伝播すること, あるいは, 同化する／させ
ることと強く結びついた概念であった｡ このことを念頭においた上で, パパリ
ゴプロスは次の疑問を投げかける｡ ｢ギリシア民族が, 他の民族や, 他の民族
の土地を欲しないとするならば, ヘレニズムという語は何のために必要なのか｣
と(51)｡




パパリゴプロスによると, ヘレニズムとは, ｢政治的に分断されている (ギリ




スのいう, 彼と同時代のヘレニズムは, 伝播させること, 拡大することを使命
とするのではない｡ むしろ, ヘレニズムは, 政治的な統一を目指して, 防衛さ
れるものとして想定されている｡







危険に瀕する｣ と彼は警告する｡ これからの戦いに希望を失わず, 十分な準備
があれば, 必ずや協力者を見つけられるであろうし, 少なくとも戦いに勝利す
る有利な状況を見出せるだろう, とパパリゴプロスは言う｡ そして最後に, 60





と読み取れる｡ この演説がなされた 1881年, ギリシア王国は, オスマン帝国
からテッサリアを獲得して, 領土拡張, すなわち国境外のヘレニズムの一部
｢奪還｣ を果たしていた｡ しかし, ヘレニズムの政治的統一を完成するまでに




ディオニシオス・セリアノス (18341897) は, イオニア海のザキンソス島
出身のフィロロジストでありジャーナリストである｡ イギリス支配下のザキン
ソス島(55) で中等教育を受けたのち, 1850年, オーストリアハンガリー帝国
支配下のトリエステに移住した｡ トリエステで, ギリシア語新聞 『クリオ』 を
刊行し, ギリシア人コミュニティの知的・精神的生活に貢献した｡ ヨーロッパ
諸語に通じ, 古代・中世・近代のギリシアのフィロロジーを広く研究した｡
1869年には, フランクフルト大学から名誉博士号を得た｡ 彼は, アテネ大学
の哲学史の教授職を断った｡ のちに, ギリシア研究の促進のため, バイエルン
学術アカデミーに, みずからの遺産を寄付した｡ 代表的著作に, 『ホメロス問
題に関する一考察』 (1866年), 『フィロロジー研究の素描』 (1885年), 『アダ




セリアノスは, 『フィロロジー研究の素描』 に収められた ｢ヘレニズムの字
義と実際の意味｣ という論文で, ヘレニズムの意味をめぐる問題に取り組んで
いる｡
論文の冒頭で, 彼は, 同時代のギリシア人にとって, ヘレニズムという語が
｢やたらと使われてぼろぼろになった言葉｣ であると評する｡ しかも, 多くの
場合, 中身のない考え方の代用として使用されている｡ たとえば, ギリシア王
国の大臣は, みずからの政策の貧弱さを覆い隠すため, ヘレニズムを使う｡ 学
者たちは, ギリシア国内の人々の期待に応えようと, 自己中心的な思いつきに
都合のいいように, 彼らの講演のなかで, ヘレニズムを使う(57)｡
一方, ヘレニズムという語が, 今日, 有益なことをもたらしていることも,
















な例として, 彼は, 首相ハリラオス・トリクピスの言葉 ｢ヘレニズムが生き続









古代ギリシアにおいて, ヘレニズムは, ｢正しく, 非難の余地のないギリシア
語表現｣ を意味する文法用語として使われた(61)｡ 事実, 19世紀はじめのギリ
シア人学者イコノモスは, 古代からの伝統にしたがって, ヘレニズムには,
｢ギリシア語における, 言葉の正確な解釈, 最終的には, 明晰さを目指す｣ こ
と以外の意味はありえないと説明している｡ 文法あるいは修辞のための用語だっ
たヘレニズムが, 民族と結びついた意味を獲得したのは, 比較的最近のことで













(前 436前 338) について述べた文章の中で, ヘレニズムが, イソクラテスの
















理である｡ それは, フランス人の気質とフランス語の特徴に原因がある｡ フラ
ンス人は非常に優美であり, 言語表現についても極端に審美的である｡ しかし,
優美さと魅力を備えた入念な表現と共に, 山のように多くの動詞に埋もれるこ
とになるのは, よくもあり悪くもあることである｡ フランス人は, 言葉の定義
に際して少なからぬ混同を引き起こす, とセリアノスは言う(67)｡
古代ギリシア文学を専門とするエジェ(68) は, 著書 『フランスにおけるヘレ




1884年に出版された, ユゴネの著書 『新しいギリシア ヘレニズム, そ
の発展と明日』 (La Grece nouvelle : l’hellenisme, sonevolution et son avenir)
には, 一風変わったヘレニズムの定義がある｡ この書において, ヘレニズムと
は, ｢美と真実の崇拝であり, 共感をこめて自然に学ぶことであり, 科学的精
神であり, もっぱら地上の哲学に従うこと｣ だとされる｡ セリアノスは, ユゴ














に忠実である｡ 彼によると, ヘレニズムとは, ｢アジアや他の地域で, ギリシ
ア語を正しく使用する, あるいは, ギリシア的な習慣にしたがって生活すると
いう点で, ギリシア化した人々を意味する用語｣ なのである(72)｡
ハーゲンバッハは, 教会史に関する著作の中で, ヘレニズム (Hellen-
ismus) とは古代ギリシア精神 (antike Griechenthum) と同義であるとする｡
彼はこの語を, ホメロスからプロティノスの時代までの, ギリシア人の学問と
文明の総体であると解釈している(73)｡
ヒルデブラントは, ヘレニズム (Hellenismus) とギリシア精神 (Griech-
enthum) を区別した｡ 彼によると, ヘレニズムは, ｢マケドニアによる世界
支配に端を発する, ギリシアと東方の文明の接触｣ を意味した｡ 同様に, ベッ
クも, ヘレニズムとは, ｢ギリシアとアジアの文明のさまざまな要素の混合を
意味する, 習慣にしたがった専門用語｣ と定義した｡ ビーゼは, ドロイゼンの
ヘレニズム定義を受け入れた上で, さらに, ｢ヘレニズムの領域には, ギリシ












｢ビザンツのヘレニズム｣ といった表現が, 今日耳にされる｡ しかし, セリア









しれない｡ セリアノスは, このように, やや譲歩する姿勢もみせている(76)｡





きない｡ 世間で言われているところの ｢ヘレニズム｣ の伝統は, 議論の余

















た｡ 一方, ギリシア史に断絶を見るセリアノスにとって, 同時代のヘレニズム








アが独立を達成した直後, ロシアからギリシア王国に移住した｡ この時, 彼は
15歳だった｡ パパリゴプロスの人生は, ギリシア王国が近代国民国家として




彼の仕事は, この国家の正統性の所在を明らかにすることにあった｡ 彼は, そ
の正統性を, 古代ギリシアから, 中世ビザンツ, そして近代という継続する歴










明するためだけでなく, その時々の ｢現在の｣ 状況を説明する, あるいは克服
するために, ヘレニズムは都合よく利用されてきたというのである(79)｡
このように考えれば, なぜ, ヘレニズムが, その時々のギリシア人が置かれ
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